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１ アーチェリー 

 

参加資格 

参加資格の割り当ては選手個人またはチームでなく、ＮＰＣに対して割り当てられる。 

１ヶ国 男子１２名以内、女子１２名以内、１種目 ３人以内の申込 

      チーム競技は１ヶ国１チーム（３名、個人競技参加者で構成） 

 

各種目の割当枠数 

種 目 参加資格枠数 

男子個人コンパウンド Ｗ１ １２ 

男子個人リカーブ   Ｗ1/２ ３２ 

女子個人リカーブ   Ｗ１/Ｗ２ ２０ 

女子個人リカーブ   スタンディング ２０ 

女子個人コンパウンド オープン ８ 

男子個人リカーブ   スタンディング ２４ 

男子個人コンパウンド オープン ２０ 

 

標準記録（２００７年１月１日から２００７年７月６日） 

種 目 FITA ７２０ラウンド 

男子個人コンパウンド Ｗ１ １１５０ ５７５ 

男子個人リカーブ   Ｗ１／２ １１００ ５５０ 

男子個人リカーブ   スタンディング １１００ ５５０ 

男子個人コンパウンド オープン １２００ ６００ 

女子個人リカーブ   Ｗ１/Ｗ２ １０００ ４５０ 

女子個人リカーブ   スタンディング １０００ ４５０ 

女子個人コンパウンド オープン １１００ ５２０ 

 

参加資格獲得方法 

１ ２００７IPC アウトドア・アーチェリー世界大会 

１）チーム参加資格 

男子１８名 男子チーム・リカーブ競技における上位６位までのチームに各３名 

女子１２名 女子チーム・リカーブ競技における上位４位までのチームに各３名 

２）個人参加資格 

下記の個人クラス競技の各々における上位３位までのアスリート（チーム参加資格法によって参加資格

を与えられなかったアスリート）は、１つの参加資格枠を与えられる。男子１２名 女子９名 

男子個人コンパウンド ―Ｗ１ 

男子個人リカーブ   ―Ｗ１／２ 

男子個人リカーブ   ―スタンディング 

男子個人コンパウンド ―オープン 

女子個人リカーブ   ―Ｗ１/Ｗ２ 

女子個人リカーブ   ―スタンディング 

女子個人コンパウンド ―オープン 

 

２ 主催国割り当て 

男子４名（リカーブ３名、コンパウンド１名） 

女子３名（リカーブ２名、コンパウンド１名） 

 

３ ＩＰＣアウトドア・アーチェリー世界ランキング割り当て（男子５４ 女子２４） 

（２００７年１月１日―２００８年１月３０日） 

ステップ１ ―他の方法でＮＰＣに対し参加資格枠を得たアスリートは除かれます。 

ステップ２ ―残ったアスリートのうちでトップにランクされたアスリートから、ランク順に従いクラス

競技割当数の最大限に達するまで、またはアスリートの参加資格スコアが MQS を下回らない限

りにおいて、参加資格枠が各々のＮＰＣに対して割り当てられます。 

W1/W2 及びコンパウンドオープンクラス競技においては、最後の４枠は IPC アーチェリーの裁量によ

ってアスリートに割り当てられます。 
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２ 陸上競技 
 
参加資格 

参加資格の割り当ては選手個人でなく、ＮＰＣに対して割り当てられる。 

IPC 陸上は、特定のスポーツクラスのアスリートに対して指定された最大限２０の参加資格枠（男子と女子

あわせて）を留保しておくことができる。このワイルドカードの参加資格はＮＰＣでなく、指名された選手に

配分される。 

 

 ＮＰＣに割り当てられた女子選手枠を使用しない場合は、男子枠の割当数も減少する。 

 選手はＩＰＣ陸上部門の登録が必要。 

 

 選手が２００６年１０月１日から２００８年７月１日の間にＩＰＣ陸上の認定大会で最低参加資格基準をク

リアしていなければならない。 

最低参加資格基準（MQS）は２００７年１月３１日までに公表される。 

 

１ヶ国 男女合わせて８０名以内 

１種目 ３人（全てＡ標準）以内の申込 ２名または１名のＡ標準突破者＋１名のＢ標準 

     チーム競技は１ヶ国１チーム（６名登録、ただし個人競技参加者） 

     マラソンは６名（ただしマラソン競技のみの登録は３名まで） 

 

２００６ＩＰＣ陸上競技世界大会割り当て 

男子４００ 女子２００ 

北京パラリンピック実施種目において４位までの選手に対し、ＮＰＣは１つの参加資格枠を有する。 

上記割当数を超えた場合は、最高の競技結果（即ち、世界記録に比例して）をもつアスリートを有するＮＰ

Ｃに配分する。 

上記割当数に達しない場合には、最低参加資格基準（MQS）適用及び IPC 陸上競技世界ランキング表によ

る配分法に従い、参加資格枠を再配分する。 

この結果は２００６年１０月１日までに公表する。 

日本は男子 6、女子 1 枠を獲得 

 

ＩＰＣ陸上競技世界ランキング表による配分 

男子３００ 女子１１５ 

ＩＰＣ陸上の認定を受けた A 基準（MQS）の競技結果により配分される。 

手順１―２００７年１２月３１日時点での IPC 陸上競技ランキング表における上記の基準に適合するアス

リートの総数が、各々のＮＰＣの性別の参加資格の基礎を決定する。 

手順２―各々のＮＰＣの参加資格の基礎は、２００７年１２月３１日時点での IPC 陸上競技ランキング表で

上記の基準に適合するアスリートの総数で割られ、ＮＰＣの性別の「参加資格係数」を決定する。 

手順３―ＮＰＣの参加資格係数に、次の性別最大参加資格枠割り当て数を乗じて、のＮＰＣの参加資格枠の

割当数が決定される。（端数は四捨五入する）。 

上記方法により割当数に達しない場合には、B 基準（MQS）の競技結果により配分される。 

 

この結果は２００８年１月３１日までに公表します。 

 

ワイルドカードによる配分 

男子１０ 女子１０ 

最後の２０枠は IPC とＩＰＣ陸上部門によってアスリートに割り当てられます。 



 3

３ ボッチャ 

 

参加資格 

参加資格の割り当ては選手個人またはチームでなく、ＮＰＣに対して割り当てられる。 

１ヶ国 BC１/BC２ １チーム、BC３ １ペアー、BC４ １ペアー 

      チーム競技は１ヶ国１チーム（３名、個人競技参加者） 

２００７年１１月３０日時点における個人世界ランキング表に載っている選手 

 

各種目の割当枠数 

BC１/BC２チーム（４名のうち１名以上 BC１クラスの選手）が参加登録できる。 

BC３ペアー（３名）が参加登録することができる。 

BC４ペアー（２名）が参加登録することができる。 

これらの選手は個人競技に参加登録できる。１種目３名まで参加できる。 

 

下記の種目に参加するＮＰＣは、女子選手を含めなければならない。 

参加登録競技 女子選手参加登録最小割当数 

BC１/BC２チーム及び BC３ペアー及び BC４ペアー ２ 

BC１/BC２チーム及び BC３ペアー ２ 

BC１/BC２チーム及び BC４ペアー ２ 

BC３ペアー及び BC４ペアー １ 

BC１/BC２チーム １ 

BC３ペアー １ 

BC４ペアー ０ 

 

CPISRA ボッチャ チーム及びペアー パラリンピック参加資格ランキング表割り当て 

（２００７年１１月３０日時点） 

BC１/BC２チーム 上位１１以内（４４名） 

BC３ペアー 上位７位以内（２１名） 

BC４ペアー 上位７位以内（１４名） 

 
主催国割り当て（９名） 

BC１/BC２チーム（１チーム） BC３ペアー（１ぺア） BC４ペアー（１ぺア） 

ただし、２００７年１１月３０日時点の CPISRA ボッチャ・チーム及びペアー・パラリンピック参加資格ラ

ンキング表にランクされていることが条件となる。 
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４ 自転車 

 

参加資格 

参加資格の割り当ては選手個人またはチームでなく、ＮＰＣに対して割り当てられる。 

ワイルドカード男子５名、女子５名の参加資格はＮＰＣでなく、指名された選手に配分される。 

１ヶ国 男子１３名以内、女子５名以内 

１種目３名以内 

チーム・スプリント・クラス種目 １チーム 

ロードレース混合種目クラスでは、６名以内（ただし同１クラス３名まで） 

 

２００８年９月６日時点で１８歳以上の選手。 

国際サイクリング・ユニオンのライセンス及び IPC クラス分け保有選手。 
 
２００６ＩＰＣサイクリング・ロード・トラック“合同”国別ランキング表割り当て 

２００６年１２月３１日時点における２００６IPC サイクリング・ロード・トラックランキング 

 男子上位４０位まで 女子２０位まで 

 

２００７ＩＰＣサイクリング・ロード・トラック合同国別ランキング表割り当て 

２００７年１２月３１日時点における２００７IPC サイクリング・ロード・トラックランキング 

男子アスリート ９５名  女子アスリート ２３名 
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５ 馬術 

 

参加資格 

参加資格の割り当ては選手個人またはチームでなく、ＮＰＣに対して割り当てられる。 

ワイルドカード３名の参加資格はＮＰＣでなく、指名された選手に配分される。 

１ヶ国 ５名以内 

個人種目 １種目３名以内 

チーム種目 １チーム（チームは３名から４名で構成、１名のグレードⅠa、グレードⅠｂまた

はグレードⅡの選手が含まれていること） 

 

２００６年１月１日から２００８年１月３０日までの期間に、FEI パラ馬術予選競技会の個人またはチー

ム競技において、少なくとも６０％のスコアーを達成していなければなりません。 

 

２００７FEI パラ馬術世界選手権大会 

トップ３位までにランクされたチームは各々５の参加資格枠を与えられる。 

 

パラ馬術チームランキング割り当て（各チームのベストのパーセンテージスコアに基づくチームのランキン

グ） 

ランク１位チーム ５名（他の方法で参加資格を得ていないチーム） 

ランク２位から６位 ４名（他の方法で参加資格を得ていないチーム） 

 

パラ馬術個人ランキング割り当て（FEI パラ馬術予選競技会における各々のアスリートのベストのパーセンテ

ージスコアに基づくスポーツクラスの個人ランキング）及び 

２００７FEI パラ馬術世界選手権大会及びパラ馬術チームランキング割り当て方法により参加資格を得てい

ないＮＰＣのみが、この方法によって、参加資格枠を与えられる。選手２０名 

 

地域配分（各地域１名） 

アフリカ アメリカ アジア ヨーロッパ オセアニア 

 

主催国割り当て 

 選手 ４名 
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６ サッカー 7-a-Side（脳性マヒ者） 

 

参加チーム数  男子 ８チーム 

参加資格 

参加資格の割り当ては選手個人またはチームでなく、ＮＰＣに対して割り当てられる。 

１ヶ国 男子１チーム １１名 

 

２００８年１月１日時点で１５歳以上の選手。 

ＣＰ－ＩＳＲＡクラス分け保有選手。 

 

２００6ＣＰ－ＩＳＲＡサッカー７-a-Side 地域予選割り当て 

２００６ＣＰ－ＩＳＲＡサッカー７-a-Side 地域予選の各々において首位にランクされたＮＰＣは、参加

資格を与えられます。（ただし、２００７ＣＰ－ＩＳＲＡサッカー7-a-Side 世界選手権において上位１０位

以内にランクされたＮＰＣであること） 

アメリカ １チーム  アジア １チーム  ヨーロッパ １チーム 

２００６FESPIC 大会サッカー７-a-Side（アジアーオセアニア地域予選） 日本は４位 

２００６年１１月２５日―１２月１日 

 

地域で首位にランクされたＮＰＣが、２００７ＣＰ－ＩＳＲＡサッカー7-a-Side 世界選手権において上位

１０位以内にランクされていない場合には、２００７ＣＰ－ＩＳＲＡサッカー7-a-Side 世界選手権で次の高

順位にランクされたＮＰＣ（他の方法で参加資格を得ていないＮＰＣ）に参加資格が与えられます 

 

２００７ＣＰ－ＩＳＲＡサッカー7-a-Side 世界選手権割り当て 

２００７年１１月３日―１８日 ２００７ＣＰ－ＩＳＲＡサッカー７-a-Side 世界選手権 

ブラジル、リオ・デ・ジャネイロ（アメリカ地域予選） 

上位４位以内にランクされたＮＰＣ（他の方法で参加資格を得ていないＮＰＣ）に対して参加資格が与え

られる。 

 

主催国割り当て 

男子１チーム 
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７ サッカー ５-a-Side（視覚障害者） 

 

参加チーム数  男子 ８チーム 

参加資格 

参加資格の割り当ては選手個人またはチームでなく、ＮＰＣに対して割り当てられる。 

１ヶ国 男子１チーム １０名 

 

ＩＢＳＡクラス分け保有選手。 

 

２００6ＩＢＳＡサッカー５-a-Side 世界選手権割割り当て 

首位 １チーム 

 

２００7ＩＢＳＡサッカー５-a-Side 地域予選割り当て 

２００７ＩＢＳＡサッカー５-a-Side 地域予選の各々において首位にランクされたＮＰＣは、参加資格を

与えられる。 

アメリカ １チーム  アジア １チーム  ヨーロッパ ２チーム 

 

アメリカ地域予選（パラパン・アメリカ大会）ブラジル、リオ・デ・ジャネイロ 

２００７年８月１２日―１９日 

ヨーロッパ地域予選 ２００７年９月２２日―３０日 

アジア地域予選 韓国、ソウル ２００７年１０月２２日―２６日 

 
主催国割り当て 

 男子１チーム 

ただし、２００６ＩＢＳＡサッカー５-a-Side 世界選手権または２００７ＩＢＳＡサッカー５-a-Side 地域

予選に参加していなければならない。 
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８ ゴールボール（視覚障害者） 

 
参加チーム数  男子 １２チーム  女子  ８チーム 

参加資格 

参加資格の割り当ては選手個人またはチームでなく、ＮＰＣに対して割り当てられる。 

１ヶ国 男子１チーム６名  女子１チーム６名 

 

選手は２００６年１月１日から２００８年１月３０日までの間に、ＩＢＳＡゴールボール国際競技会にお

いて競技していなければならない。 

 

２００６ＩＢＳＡゴールボール世界選手権割り当て 

男子は上位６位以内、女子は４位以内にランクされたＮＰＣ（他の方法で参加資格を得ていないＮＰＣ）

に対して参加資格が与えられる。 

主催国が２００６ＩＢＳＡゴールボール世界選手権で参加資格を与えられた場合には、その枠は２００７

ＩＢＳＡゴールボール・パラリンピック予選トーナメント割り当て法に回されます 

２００６年６月２６日―７月２日２００６ＩＢＳＡゴールボール世界選手権 

米国、スパルタンブルグ（Spartanburg） 

日本は男子予選敗退、女子はベスト 8 

 

２００７ＩＢＳＡゴールボール・パラリンピック予選トーナメント割り当て 

男子は上位５位以内、女子は３位以内にランクされたＮＰＣ（他の方法で参加資格を得ていないＮＰＣ）

に対して参加資格が与えられる。 

２００７年７月２８日―８月６日２００７第３回ＩＢＳＡゴールボール世界選手権大会 

及び２００７ＩＢＳＡゴールボール・パラリンピック予選トーナメント ブラジル、サンパウロ 

 

主催国割り当て 

２００６ＩＢＳＡゴールボール世界選手権割り当て法によって参加資格を与えられていない場合には、直

接男子１チームと女子１チームの参加資格を与えられる。 
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９ 柔道 

 

参加資格 

参加資格の割り当ては選手個人またはチームでなく、ＮＰＣに対して割り当てられる。 

１ヶ国 男子７名以内、女子６名以内 

    各クラス１名 

選手は２００６年１月１日から２００８年１月３１日までの間に、ＩＢＳＡ柔道競技会において競技して

いなければならない。 

 

２００７ＩＢＳＡ柔道世界選手権割り当て 

各クラスにおいて男子は６位以内、女子は４位以内のＮＰＣは１つの参加資格を与えられる。 

２００７第３回ＩＢＳＡ世界選手権大会及び２００７ＩＢＳＡ柔道世界選手権 

２００７年７月２８日 ―８月８日 ブラジル、サンパウロ 

 

ＩＢＳＡ柔道世界ランキング割り当て 

２００７年１２月３１日時点における各クラスのＩＢＳＡ柔道世界ランキング表において男子は上位５

位以内、女子は３位以内にランクされたＮＰＣ（他の方法で参加資格を得ていない場合）は、該当する重量

級において、所属するＮＰＣのために１つの参加資格枠を与えられる。 

 

主催国割り当て 

２００７ＩＢＳＡ柔道世界選手権割り当て法によって参加資格を与えられなかった場合には、各クラス男

子、女子１名の参加資格を与えられる。 
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１０ パワーリフティング 

 

参加資格 
参加資格の割り当てはＮＰＣでなく、選手個人に対して割り当てられる。 
１ヶ国 男子８名以内、女子８名以内 
    各クラス１名 
選手は２００８年１月３１日までに、選手の出場クラスを確定しなければならない。 
 

最低参加資格基準（MQS） 
選手は、２００６年１月１日から２００８年１月３１日までの期間に、下記の最低参加資格基準
（MQS）を達成していなければなりません。 

 
男 子 MQS 

４８．００KG 級 １００．００KG 

５２．００KG 級 １１０．００KG 

５６．００KG 級 １２０．００KG 

６０．００KG 級 １３０．００KG 

６７．５０KG 級 １３５．００KG 

７５．００KG 級 １４２．５０KG 

８２．５０KG 級 １５０．００KG 

９０．００KG 級 １５７．５０KG 

１００．００KG 級 １６２．５０KG 

１００．００KG 超級 １６７．５０KG 

 
IPC パワーリフティング男子及び女子世界ランキング表割り当て 
２００８年１月３１日時点の世界ランキング表において、 
男子は各クラス上位１０位以内にランクされた選手が参加資格を獲得する。 
女子は各クラス上位６位以内にランクされた選手が参加資格を獲得する。 

 
主催国割り当て 

なし 
 
ワイルドカードによる配分 

各クラス男女２ 

女 子 MQS 

４０．００KG 級 ５２．５０KG 

４４．００KG 級 ５５．００KG 

４８．００KG 級 ５７．５０KG 

５２．００KG 級 ６０．００KG 

５６．００KG 級 ６２．５０KG 

６０．００KG 級 ６５．００KG 

６７．５０KG 級 ６７．５０KG 

７５．００KG 級 ７０．００KG 

８２．５０KG 級 ７２．５０KG 

８２．５０KG 級 ７５．００KG 
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１１ ボート 

 

参加資格 
参加資格の割り当ては選手個人またはチームでなく、ＮＰＣに対して割り当てられる。 
１ヶ国 各クラス１ ８名以内 
 
選手は FISA 国際クラス分けを所持していること。 
選手は２００６年１月１日から２００８年７月６日までの期間に、FISA 公式競技で競技して

いなければならない。 
 

２００７世界ボート選手権（２００７年８月２６日―９月２日 ドイツ、ミュンヘン）割り当て 
下記種目の上位８位以内にランクされたボートに参加資格が与えられる。 
・AM1x ・AW1x ・TAMMix2x ・LTAMix4+ 
・開催国配分 

開催国がいずれの競技においても参加資格を得なかった場合、開催国が最も高い順位にラン
クされている競技に（男子及び女子アスリートの両者の代表を確保して）、参加資格枠を割り当
てます。 

 
２００８パラリンピックレガッタ最終予選（２００８年５月９日―１１日 未定）割り当て 

下記種目の上位２位以内にランクされたボート（異なる国の）に参加資格が与えられる。 
を与えられます。 

・AM1x ・AW1x ・TAMMix2x ・LTAMix4+ 
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１２ セーリング 

 

参加資格 

参加資格の割り当ては選手個人またはチームでなく、ＮＰＣに対して割り当てられる。 

１ヶ国 各種目に１枠 

シングル・パースン・キールボート ツー・パースン・キールボート（うち１名は女子であること。） 

スリー・パースン・キールボート 

選手は２００５年１月１日から２００８年７月６日までの間に、I 国際障害者セーリング連盟公認競技会に

おいて競技していなければならない。 

２００７年９月６日以降、選手は他の国のために競技する目的で国籍を変更することはできない。 

 

２００６IFDS 障害者セーリング世界選手権割り当て 

シングル・パースン・キールボート 上位７位までのＮＰＣに１ボート 

スリー・パースン・キールボート 上位７位までのＮＰＣに１ボート 

２００６年１月１５日―２９日 

２００６IFDS 障害者セーリング世界選手権 オーストラリア、パース 

 

２００７IFDS 障害者セーリング世界選手権割り当て 

シングル・パースン・キールボート 

上位６位までのＮＰＣ（他の方法で参加資格を与えられないＮＰＣ）に１ボート 

ツー・パースン・キールボート 上位６位までにＮＰＣに１ボート 

スリー・パースン・キールボート 上位６位までのＮＰＣに１ボート 

２００７年９月７日―１５日 

２００７IFDS 障害者セーリング世界選手権 米国、ニューヨーク州、ローチェスター 

 
２００８IFDS 障害者セーリング世界選手権割り当て 

ツー・パースン・キールボート 上位５位までのＮＰＣに１ボート 

２００８IFDS 障害者セーリング世界選手権 場所―未定 

 
開催国割り当て 

シングル・パースン・キールボート １ボート 

ツー・パースン・キールボート １ボート 

スリー・パースン・キールボート １ボート 
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１３ 射 撃 

 

参加資格 
参加資格の割り当ては選手個人またはチームでなく、ＮＰＣに対して割り当てられる。 
 
１クラス１ヶ国 ３名まで 
２００６年１月１日から２００８年７月６日までの期間に、下記の最低参加資格基準（MQS）

を達成していなければならない。 
 

ライフル  

R1―１０ｍエアーライフル 立射―SH1 ５６３ 

R2―１０ｍエアーライフル 立射―SH１ ３６７ 

R３―１０ｍエアーライフル 伏射―SH１ ５９０ 

R４―１０ｍエアーライフル 立射―SH２ ５８５ 

R５―１０ｍエアーライフル 伏射―SH２ ５９０ 

R６―５０ｍフリーライフル 伏射―SH１ ５６５ 

R7―５０ｍフリーライフル３ｘ４０－SH1 １０８０ 

R8―５０ｍスポーツライフル３ｘ２０―SH１ ５３０ 

ピストル  

P1―１０ｍエアーピストル―SH１ ５４５ 

P２―１０ｍエアーピストル―SH１ ３４７ 

P３―２５ｍスポーツピストル ―SH１ ５４０ 

P４―５０ｍフリーピストル―SH１ ５０５ 

 
ワイルドカードによる配分 ４ 
希望するＮＰＣは IPC に対して書面により正式申請をしなければならない。 

 
IPC 射撃パラリンピック大会参加資格リスト（リスト）割り当て 

２００６年１月１日から２００８年１月３０日までの期間に行われる下記の競技会に２つ以上の
参加し、ＭＳＱを満たしていなければならない。 

２００６IPC 世界選手権 
２００６/２００７地域選手権 
MQS 認定の競技会  

 
 
A) ＮＰＣあたりの適格なアスリート参加資格数の決定： Q = MQS ＋ WR 

Q＝ＮＰＣの参加資格に適格なアスリートの総数 

ＭＱＳ＝ＭＱＳのみによって得られる適格な参加資格の総数 

ＷＲ＝世界及び/または地域競技によって得られる適格な参加資格の総数 
 
Ｂ）MQS 競技によってのみ得られるＮＰＣの適格なアスリート参加資格の百分率（％）係数の決

定： P=MQS 
        Q 

P=MQS 競技によってのみ得られる適格なアスリート参加資格の百分率（％） 

 
使用可能な参加資格枠の範囲内で、MQS 競技によってのみ得られる適格なアスリート参加資格の
総数の決定： Y=MQS ｘ P 

Y=使用可能な参加資格枠の範囲内で、ＭＱＳ競技によってのみ得られる適格なアスリート参加資格の総数 

 
適格なアスリート参加資格の総数の決定： TE＝Y ＋ WR 

TE=パラリンピック大会射撃参加資格リスト（ＮＰＣあたり）における適格なアスリートの総数 

 
全体のＮＰＣアスリート割り当て率の決定： 

１４０アスリート－BIPARTIETE 招待  
                             ＝ R 

パラリンピック大会射撃参加資格リスト（すべてのＮＰＣ） 
における適格なアスリートの総数 



 14

R＝ＮＰＣのアスリート割り当て率 

 
参加資格枠割当総数（ＮＰＣあたり）の決定： TE ｘ R ＝ TS 

TS=ＮＰＣあたりの参加資格枠割当総数 

 
男子・女子両者の適格なアスリートを有するＮＰＣへの割当数は性別比率によって割り当てられま
す。 
  ＴＥ（Ｍ）ｘ ＧＰ（Ｍ）＝ ＧＲ（Ｍ） 
  ＴＥ（Ｆ）ｘ ＧＰ（Ｆ）＝ ＧＲ（Ｆ） 
 

TE（M）＝ＮＰＣの適格な男子アスリートの総数 

TE（F）＝ＮＰＣの適格な女子アスリートの総数 

GP(M)＝性別百分率（％）：男子７１．４２１％ 

GP(F)＝性別百分率（％）：女子２８．５７１％ 

GR(M)＝性別男子比率 

 
参加資格枠（ＮＰＣあたり）割当数の決定： 
GR(M) ＋ GR(F) ＋RS ＝TS(M/F) 

RS=残りの枠 

TS(M/F)＝男子及び女子アスリートを有するＮＰＣに対する参加資格枠の割当総数 

 
性別割り当てによって、すべての枠が特定の性に割り当てられない場合には、残った枠は各々のＮ
ＰＣの裁量によって配分されます。 
適格な男子のみ、または女子のみを有するＮＰＣに対する割当数は、１００％各々の性のアスリー
トに割り当てられます。 

 
２００６年 ３月２３日―３０日 Jikjiji カップ・オープンアジア選手権 

２００６年 ３月２４日―２６日 ポーランド・オープン 

２００６年 ５月１２日―１４日 フランス・グランプリ 

２００６年 ５月１８日―２０日 Hessenpokal  

２００６年 ７月 ７日― ９日 Padova カップ 

２００６年 ７月１２日―２２日 ２００６IPC 射撃世界選手権 

２００６年１１月２５日―１２月１日 FESPIC 大会 

２００７年 ３月２３日―２５日 ポーランド・オープン 

２００７年 ５月 ２日―１３日 フランス・グランプリ 

２００７年 ５月 ５日―１３日 Jikjiji カップ・オープン・アジア選手権 

２００７年 ６月 １日― ３日 クロアチア・オープン 

２００７年 ７月２２日―２９日 IPC 射撃オープン・ヨーロッパ選手権 

２００７年 ８月２３日―２７日 スロバキア・オープン 

２００７年１１月２７日―１２月４日 オセアニア選手権 
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１４ 水泳 
 

参加資格 

参加資格の割り当ては選手個人でなく、NPC に対して割り当てられる。 

ワイルドカードの場合は、選手個人に割り当てられる。（男子１５、女子１５） 

 

アスリートは、２００６年１月１日から２００８年７月１日までの選考期間内に出場する各競技

会において、最低参加資格基準（MQS）を達成していなければなりません。 

 

参加制限 

 １ケ国 男子３５名 女子２５名 

１種目 個人競技 ３人 

     リレー競技 １チーム 

 

２００６IPC 水泳世界選手権大会割り当て 

北京２００８パラリンピックプログラムの１以上の個人種目においてトップ３位までの男子アスリ

ートとトップ３位までの女子アスリート、および２００５年１月１日から２００６年１２月３１日

までの期間における IPC 水泳世界ランキングリスト上でトップ３にランクされ、この期間内に認定

された MQS を達成したアスリートに対して、NPC は１つの参加資格枠を与えられます。 

男子１２０ 女子９０ （２００７年５月４日までに公表します。） 

 

IPC 水泳世界ランキングリスト割り当て 

２００６年１月１日から２００７年１２月３１日の間に認定された MQS の競技結果を達成し、

２００６年 IPC 水泳世界選手権割り当て法によって参加資格枠の割り当てを受けておらず、かつ

IPC 水泳世界ランキングリストでトップ１０位にランクされているアスリートを有する NPC は、

関連するアスリートの競技結果をその NPC の参加資格枠の最終的な割り当て数を決定するために

用いられます。決定方式は下記のとおりです。 

男子１９５ 女子１２５（２００８年１月３１日までに公表します。） 

 

 

スケジュール 

２００８年３月２１日までに 

IPC 水泳は、NPC に対して割り当てられる参加資格枠の数を書面で確認します。 

IPC 水泳は、NPC に対して、BIPARTITE 委員会招待による参加資格枠を書面で確認します。 

２００８年４月４日までに 

NPC は、IPC 水泳に対して参加資格枠の使用を確認します。 

NPC は、IPC 水泳に対して、BIPARTITE 委員会招待による参加資格枠の使用を確認します。 

２００８年４月２５日までに 

IPC 水泳は、未使用の参加資格枠の再割り当てを書面で確認します。 

２００８年５月２日 

北京２００８組織委員会が NPC によって提出される信認申請様式を受け付ける期限 

２００８年７月７日 

北京２００８組織委員会が NPC によって提出される参加登録様式の受け付け締切 
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１５ 卓球 

 
参加資格 

参加資格の割り当てはＮＰＣでなく、選手個人に対して割り当てられる。 
 
 選手は２００７年１２月３１日時点で世界ランキング表にランクされていなければならない。 

選手は IPC 卓球クラス分けカードを保有していなければならない。 
 
１種目 個人競技 ３人 
    チーム競技 ２名から４名（ただし、個人競技参加者） 
 

 チーム競技のチーム数  男子 ６から１６チーム 
             女子 ６から１２チーム 
 
２００７IPC テーブル・テニス地域大会割り当て 

個人競技でクラス毎に首位にランクされた選手 
・アフリカ  ・アメリカ  ・アジア・オセアニア  ・ヨーロッパ 
 

IPC テーブル・テニス男子及び女子世界ランキング表割り当て 
２００７年１２月３１日時点での IPC 卓球世界ランキング表において、首位にランクされた男子

アスリート（他の方法では資格を与えられなかった者）は、個人競技に与えられた割当数まで、参
加資格を与えられる。 
 
 
 

クラス 男子 クラス 女子 

クラス１ 3 クラス１－２ 7 

クラス２ 10 クラス３ 10 

クラス３ 24 クラス４ 10 

クラス４－５ 29 クラス５ 10 

クラス６ 10 クラス６－７ 7 

クラス７ 10 クラス８ 3 

クラス８ 10 クラス９ 3 

クラス９－１０ 24 クラス１０ 3 

 
ワイルドカードによる配分 

希望するＮＰＣは IPC に対して書面により正式申請をしなければならない。 

クラス 男子 クラス 女子 

クラス１ 1 クラス１－２ 1 

クラス２ 2 クラス３ 2 

クラス３ 2 クラス４ 2 

クラス４－５ 3 クラス５ 2 

クラス６ 2 クラス６－７ 1 

クラス７ 2 クラス８ 1 

クラス８ 2 クラス９ 1 

クラス９－１０ 2 クラス１０ 1 
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１６ バレーボール 

 

参加チーム数  男子 ８チーム  女子 ８チーム 

参加資格 
参加資格の割り当ては選手個人またはチームでなく、ＮＰＣに対して割り当てられる。 
１ヶ国 男子１チーム１２名  女子１チーム１２名 
 
選手は WOVD 国際クラス分けシステムに従って、クラス分けされていなければならない。 

 
２００6 バレーボール（シッティング）世界選手権割り当て 

２００６年６月１８日―２６日 オランダ、Roermond 
男女とも３位以内にランクされたＮＰＣ 

 
２００６／２００７WOVD バレーボール（シッティング）地域選手権割り当て 

男女とも首位にランクされたＮＰＣ（他の方法で参加資格を得ていないＮＰＣ） 
・アフリカーアラブ地域 
・米州大陸地域  

２００７年８月１２日―１９日 
２００７リオ パラ パンアメリカン大会 ブラジル、リオ・デ・ジャネイロ 

・アジアーオセアニア地域 
２００６年１１月２５日―１２月１日 
２００６FESPIC 大会 マレーシア、ＫＬ 

・ヨーロッパ地域 
 
主催国割り当て 

男子１チームと女子１チーム 

ただし、２００６/２００７WOVD バレーボール（シッティング）地域選手権に参加していな

ければならない。
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１７ 車椅子バスケットボール 

 
参加チーム数  男子 １２チーム  女子 １０チーム 

参加資格 
参加資格の割り当ては選手個人またはチームでなく、ＮＰＣに対して割り当てられる。 
１ヶ国 男子１チーム １２名 女子１チーム １２名 
 
IWBF 国際クラス分け保有選手。 

 
２００６/２００７IWBF 車いすバスケットボール参加資格トーナメント割り当て 

男女とも首位にランクされたＮＰＣ 
・アフリカ       １チーム 
・アメリカ       １チーム 
・アジア・オセアニアー １チーム 
・ヨーロッパ      １チーム 

 
２００６IWBF 車いすバスケットボール世界大会割り当て 

２００６年７月３－１６日 オランダ アムステルダム 
男子は上位７位、女子は上位５位までにランクされたチームはその地域において１つのチーム

参加資格枠を入手する。 
アジア・オセアニアゾーンの３ケ国が上位７位に入り、北京大会の参加枠は３ケ国となった。 

 
主催国割り当て 

男女 各１チーム 
 

２００６/２００７IWBF 車いすバスケットボール参加資格トーナメント 

・IWBF アフリカ 

・IWBF アメリカ 

・IWBF アジア・オセアニア 

  男子 Arafura Games (Austral) 

          2007.5.12-19 

  女子  

・IWBF ヨーロッパ 
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１８ 車いすフェンシング 

 
参加資格 

参加資格の割り当てはＮＰＣでなく、選手個人に対して割り当てられる。 
１ヶ国 男子６名以内、女子４名以内 
    各クラス２名以内 
選手は２００６年１月１日から２００８年２月２９日までの間に、公式 IWAS 車いす競技会で

競技していなければならない。 
選手は IWAS 車いすフェンシング世界ランキング・リストにランクされていなければならない。 
 

２００6IWAS 車いすフェンシング世界選手権割り当て 
２００６年９月２９日―１０月７日 イタリア、Turin 
男女各クラスにおいて首位の選手 

 
２００７IWAS 車いすフェンシング地域選手権割り当て 

下記の地域選手権の各々のクラス競技において首位にランクされた男女選手（他の方法で参加
資格を得ていないアスリート） 

・アメリカ    ・アジア  ・ヨーロッパ  
 
IWAS 車いすフェンシング世界ランキング・リスト割り当て 

２００８年２月２９日時点における IWAS 車いす世界ランキング・リストに基づいて参加資格
を与えられる。 

 
 
 
 
 
 

 
 
主催国割り当て 

男女 各１名 

級 割当数 

男子 A 級 ２０ 

男子 B 級 １８ 

女子 A 級 １２ 

女子 B 級 １２ 
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１９ ウィルチェアーラグビー 

 
参加チーム数  ８チーム 

参加資格 
参加資格の割り当ては選手個人またはチームでなく、ＮＰＣに対して割り当てられる。 
１ヶ国 男子１チーム １１名、または女子１名以上を含む１２名 
 
IWBF 国際クラス分け保有選手。 
選手は２００６年１月１日から２００８年１月３０日までの期間に、IWAS 車いすラグビー競

技会で競技していなければならない。 
 

２００6IWAS 車いすラグビー世界選手権割り当て 
２００６年９月７日―１７日 ニュージーランド、クライストチャーチ 
首位にランクされたＮＰＣ 

 
２００７IWAS 車いすラグビー地域選手権割り当て 

下記にランクされたＮＰＣ 
・アメリカ       １チーム 
・アジア・オセアニアー １チーム 
・ヨーロッパ      ２チーム 

 
IWAS 車いすラグビー世界ランキング・リスト割り当て 

２００８年１月３０日時点における世界ランキング・リストで上位２位以内にランクされたＮ
ＰＣ（他の方法で参加資格を与えられていない） 

 
主催国割り当て 

１チーム 
ただし、２００８年１月３０日時点において IWAS 車いすラグビー世界ランキング・リストに

ランクを有することが条件です。 
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２０ 車いすテニス 

 
参加資格 

５名以上の参加資格のある選手を有するＮＰＣに対しては、参加資格は、個々の選手に対して
ではなく、ＮＰＣに対して割り当てられる。４名以下のＮＰＣに対しては、参加資格は個々の選
手に対して割り当てられる。 

ワイルドカードによる配分の場合は、選手に割り当てられる。 
 
１ヶ国 男子４名以内、女子４名以内、男女（クアドクラス）３名以内 
    男子２チーム以内 女子２チーム以内、男女（クアドクラス）１チーム 
 
選手は２００８年５月１９日時点で ITF 車いすテニスランキング表において公式ランキングを

有していなければならない。 
 

ITF 車いすテニス世界ランキング割り当て 
２００８年５月１９日時点での ITF 車いすテニス世界ランキング表において、上位にランクさ

れた選手は参加資格を与えられます。 
男子  ４８位 
女子  ２４位 
クアド選手  １２位 
 

ワイルドカードによる割り当て 
 男子 １６名 
 女子 ８名 
 クアド選手 ４名 

 


